
発
行
所

島
根
日
日
新
聞
社

〒

出
雲
市
今
市
町

693
｜
0001

743
｜
22

山
陰
あ
れ
こ
れ

番
外
編

令
和

年

月

日
（
掲
載
予
定
な
し
）
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畏
友
・
福
山
琢
磨
氏
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

酒

井

董

美

た
だ

よ
し

上

の
写

真

は
第

二

次

大

戦

の
直

後
、
敵
国
ア
メ
リ
カ
が
飛
行
機
上
か
ら

散
布
し
た
Ｂ
五
判
程
度
の「
伝
単
」
（
ビ

ラ
）『
落
下
傘
ニ
ュ
ー
ス
』

（
発
行
所
・
マ

ニ
ラ
米
軍
司
令
部
）
復
刻
版
の
一
部
で

あ
る
。
日
付
は
終
戦
三
日
後
の
昭
和

年

月

日
（
土
曜
日
）
で
あ
る
。
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8

18

裏
面
に
は
「
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
内
容
」

が
示
さ
れ
て
い
る
が
前
文
は
「
ア
メ
リ

カ
合
衆
國
、
大
英
帝
國
及
び
中
華
民

國
政
府
首
腦
者
に
よ
っ
て
發
表
さ
れ

た
次
の
宣
言
は
、
合
衆
國
大
統
領
及

び
英
首
相
チ
ャ
ー
チ
ル
氏
に
よ
っ
て
ポ

ツ
ダ
ム
に
於
て
調
印
せ
ら
れ
、
中
華
民

國
主
席
の
同
意
を
見
た
も
の
で
あ
る
。
」
と
全
文
が
出
て
い
る
。
南
方
の
島
々
で
は
、
住
民
や
日
本
兵

は
ジ
ャ
ン
グ
ル
へ
逃
げ
込
み
敗
戦
を
知
ら
な
い
た
め
、
米
軍
が
ビ
ラ
を
撒
き
知
ら
せ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
八
月
で
第
二
次
世
界
大
戦
が
終
わ
っ
て
間
も
な
く
七
十
六
年
を
迎
え
る
。
そ
れ
を
記
念
す
る

よ
う
に
こ
の
貴
重
な
資
料
を
送
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
は
、
倉
吉
市
出
身
で
大
阪
で
新
風
書
房
を
経
営

さ
れ
て
い
る
畏
友
・
福
山
琢
磨
氏
（
昭
和
九
年
生
）
で
あ
る
。
実
は
氏
は
こ
の
他
に
次
の
も
の
も
同
時

に
送
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
。
一
部
だ
け
紹
介
し
て
お
く
、
復
刻
版
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
第
一
夕
刊
（
昭

和
十
六
年
十
二
月
九
日
）
、『
讀
賣
報
知
』
（
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
）
、
投
下
さ
れ
た
『
落
下
傘
ニ

ュ
ー
ス
』
（
昭
和
二
十
年
六
月
三
十
日
、
お
よ
び
八
月
十
八
日
）
、『
決
戦
画
報
』
（
合
輯
）
、『
〝
モ
ノ
〟

が
語
る
あ
の
日
の
記
憶
展
』
冊
子
な
ど
で
あ
る
。

福
山
氏
の
新
風
書
房
は
、
昭
和
六
十
三
年
か
ら
全
国
に
公
募
し
た
入
賞
作
品
七
十
編
前
後
を
掲

載
し
、
毎
年
発
行
の
単
行
本
『
孫
た
ち
へ
の
証
言
』
で
知
ら
れ
て
い
る
。
昨
年
三
十
三
集
で
惜
し
ま
れ
つ

つ
終
刊
と
な
っ
た
の
は
、
中
心
と
な
っ
て
こ
ら
れ
た
氏
の
健
康
問
題
が
一
因
と
い
う
。
記
録
に
よ
る
と

投
稿
総
数
は
二
〇
、
五
三
〇
編
。
掲
載
さ
れ
た
の
は
二
、
六
〇
九
編
と
な
っ
て
い
る
（「
自
分
史
づ
く

り
の
情
報
誌
『
Ｍ
ｙ

Ｈ
ｉ
ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
ｙ
』
」

号
）
。
筆
者
も
平
成
十
九
年
の
第
二
十
集
に
「
焼
夷
弾
か
ら

|
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ツ
ク
シ
へ

大
阪
大
空
襲
と
私

」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
掲
載
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

|

|

氏
と
親
し
く
な
っ
た
の
は
、
筆
者
が
鳥
取
短
期
大
学
に
勤
め
て
い
た
平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
六

月
に
お
便
り
で
知
り
合
い
、
十
五
年
三
月
二
十
七
日
に
鳥
取
短
期
大
学
で
初
め
て
お
逢
い
し
、
お
互

い
中
学
校
時
代
か
ら
新
聞
部
だ
っ
た
こ
と
で
意
気
投
合
。
翌
十
六
年
八
月
に
は
大
阪
の
鳥
取
県
人
会

に
筆
者
を
鳥
取
出
前
講
座
の
講
師
と
し
て
呼
ん
で
く
だ
さ
り
、「
鳥
取
の
民
話
と
わ
ら
べ
歌
」
を
話
し

た
仲
な
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
何
の
利
益
も
前
提
と
し
な
い
善
意
の
交
遊
の
あ
り
が
た
さ
に
感
謝
し
つ

つ
、
氏
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
願
っ
て
い
る
筆
者
な
の
で
あ
る
。
（
元
島
根
大
学
法
文
学
部
教
授
）


